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Zoom のいろは
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株式会社ムービット
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会社概要

社名 株式会社ムービット

設立 1995年12月8日

所在地 東京都北区王子1－28－6

主な製品 Powered BLUE シリーズ

アプライアンスサーバー ( Linux )

ソフトウエア開発
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マイクが重要

マイク

SONY EMC-PCV80U 3.5mm & USB 接続対応

オーディオテクニカ マイク＆イヤホン

マイクの on/off スイッチ付 ATH-C505iS
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マイク音量の設定 Zoom側
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マイク音量の設定 PC側

2）使用のマイク選択

１）サウンド

オーディオデバイス

管理を選択
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マイク音量の設定 PC側

３）レベル

ブースト調整

イヤホン＆マイクと
3.5㎜変換コネクタの接続例ST35-SM35MS
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Zoomの特徴ｰ①

軽い・つながりやすい

画質は悪いが音声が途切れにくい

音声・画像圧縮や復元は端末側で実行

サーバー側の負荷軽減

参加者がわかる・主催者から見て

Teamesは全参加者がわからない
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暗号化対応 予定
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Zoomの手引き

ハウリングに注意

複数のPCやスマフォで同時に発表＆モニタリングをすると

ハウリングを起こします

片方のスピーカーオフ

もしくは

イヤフォンでモニタリング 動画再生時には必要
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Zoomの手引き

・ライティング

LEDライトなどで講師の顔にライティング

・ビデオをオフ

帯域が不足の場合やセッションに

集中してもらいたい場合には、講師のビデオをオフ
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Zoomの手引き

・著作権などの注意

YouTubeLiveで著作権侵害の判定

（ 背景画像 / 内容 / BGM ）

ライブ配信停止
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Zoomの手引き

・1台のモニターでプレゼン

聴講者の反応がモニタリングできない

発表者ツールを使えない

・複数モニターでプレゼン

A) Zoom送信

B) 発表者ツールやQA/参加者のモニタリング

C) Zoomモニタ

AB C
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Zoomの手引き

・プレゼンの時間を守る方法

事前にプレゼン内容をZoomで録画しておく

プレゼンの際には、録画済のプレゼンを

共有して再生

講師は、プレゼンの最中でも 聴講者からの

チャット や Q&A にも対応できます
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Zoomの手引き

・動画再生の場合

動画再生を行いポーズ状態にしておく

コンピューターの音声を共有 に チェック

全画面ビデオクリップ用に最適化 に チェック


